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研究成果の概要（和文）： 
ソーシャルワーカーの自殺に対する態度（認知・感情・行動の 3成分で構成される概念）の実
態を明らかにすることを目的として研究を実施し、以下の成果を得た。①システマティックレ
ビューの手法を用いて、自殺に対する態度を測定する尺度として、多面的な要素を含みかつ汎
用性の高いものを選出した、②Attitude towards Suicide scale(ATTS)日本語版を開発した、
③ソーシャルワーカーの自殺に対する態度に影響する要因を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study explored attitudes of social workers toward suicide. As its results, 1) 
multidimensional scales that measure attitudes toward suicide were selected through a 
systematic review; 2) Japanese version of Attitude towards Suicide scale was developed; 
3) factors that affected attitudes of social workers toward suicide were identified. 
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１．研究開始当初の背景 
諸外国における先行研究では、自殺に対する
態度（認知・行動・感情の 3要素で構成され
る概念）が、自殺ハイリスク者への支援行動
に影響することが報告されている。しかし、
ソーシャルワーカーの自殺に対する態度に
ついての研究は国内でも海外でも実施され

ていなかった。そればかりか、態度を測定す
る尺度の開発についても、わが国では未着手
だった。 
 
２．研究の目的 
(1) これまで開発されてきた自殺に対する
態度を測定する尺度の、開発経緯・信頼性・



妥当性に注目して各尺度の特徴を抽出し、自
殺に対する態度の多面的要素を含みかつ実
施可能性の高い尺度を選出した。 
 
(2)Attitude towards Suicide scale(ATTS)
に注目し、その日本語版を開発した。 
 
(3) ソーシャルワーカーの自殺に対する態
度に影響する要因を明らかにした。 
 
３．研究の方法 
(1) 自殺に対する態度を測定する尺度の開
発に関する研究を系統的にレビューした。 
 
(2) ATTSのオリジナル製作者からの翻訳許可
取得、日本語へ翻訳、自殺対策研究の専門家
による検討、暫定的日本語版による試行調査、
バックトランスレーション、オリジナル製作
者との協議、最終加筆・修正を行った。完成
した質問紙を、自殺対策に関する研修やセミ
ナーの参加者 129 名に配布し回答を得て、デ
ータ解析を実施した。 
 
(3) 自殺対策に関する研修やセミナーに参
加したソーシャルワーカー46 名を対象とし
て、質問紙による予備的調査を実施した。使
用した調査票は、自殺に対する態度を測定す
る ATTS 日本語版、基本属性、これまでの自
殺に関わる臨床および個人的経験、自殺対策
に関する研修やセミナー等への参加経験な
どの質問項目で構成した。 
 
４．研究成果 
(1) 自殺に対する態度を測定する 18 尺度が
選出され、うち、自殺に対する態度の多面的
要素を含み、かつ汎用性の高い尺度として 3
尺度が選ばれた。信頼性や妥当性に関してい
くつかの課題はあるものの、ATTS は、臨床現
場や地域での大規模研究で使用するにあた
り、もっとも実施可能性の高い尺度であると
考えられた。 
 
(2) スウェーデンで開発された ATTS を日本
で使用するにあたり、相応しくない表現等は
特になかった。 
 
(3) 臨床上、9 割以上のソーシャルワーカー
がサービス利用者の自殺念慮や企図、既遂を
経験しているにもかかわらず、自殺対策関連
の研修等への参加経験者は 5割にとどまって
いた。一方、自殺対策に関する研修等への参
加経験があるソーシャルワーカーは、参加経
験がない人に比べ、自殺に対してより適切な
認識を持っていた。そのため、ソーシャルワ
ーカーがより効果的に自殺対策に取り組む
ための教育的介入が重要であると考えられ
た。なお本調査を目的として、2980 名のソー

シャルワーカーを対象とした調査を実施し、
データの収集を完了した。 
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